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鉄道における自動運転　 8/24(土)13:00-17:30(16:30-17:30 受講者と講師による討論会)、受講料:税込み9,000(学生2,500)円

13:00-14:00
自動運転の基礎と新システムの安全確保

水間　毅

14:10-15:10
自動運転の技術的要件の検討

古関隆章

15:20-16:20
自動運転による輸送サービスの向上

曽根　悟

鉄道技術の海外展開　　9/28(土)11:00-17:30(16:30-17:30 受講者と講師による討論会)、受講料:税込み10,000(学生3,000)円

11:00-12:00
国際市場における認証の仕組みへの対応

田代維史

13:00-14:00
鉄道車両関連の国際市場と業界の紹介

佐伯　洋

14:10-15:10
海外での鉄道コンサルタントの役割

辻村　功

15:20-16:20
国際的な鉄道技術組織の紹介とバーミンガム大での事例

高木　亮

相互直通運転　　　　　12/14(土)11:00-17:30(16:30-17:30 受講者と講師による討論会)、受講料:税込み10,000(学生3,000)円

11:00-12:00
相互直通運転のメリット・デメリット

高木　亮

13:00-14:00
路線間を結ぶ新線建設に関わる整備・運営制度

金山洋一

14:10-15:10
相互直通運転路線の輸送計画と運行管理

富井規雄

15:20-16:20
相鉄のＪＲ・東急直通運転と沿線開発・ブランド戦略

鈴木昭彦

　相互直通路線におけるこれら業務の困難さと、その解決方法や展望

交通安全環境研究所 鉄道認証室 客員専門調査員

日本鉄道車輌工業会 専務理事

(株)パデコ インフラ開発部 プリンシパル・コンサルタント

工学院大学 工学部 電気電子工学科 教授

会場：工学院大学（各回の教室はメールにてご連絡し、当日は１階と地下１階のエレベータ付近に掲示します）
講座申込み時にいただいた「個人情報」は、学校法人工学院大学プライバシーポリシーに従い適切に管理し個人情報の保護に努めます。今後、鉄道講座のご案内をお送りします。

企画･監修：工学院大学 特任教授 曽根悟、受付･運営：(株)ライトレール（kogakuin@LRT.co.jp,03-5985-1131）
お申込み：講座名とともに氏名・所属・役職（参加は個人のお立場）をメール送付下さい。

　鉄道における自動運転は、2018年12月からのＪＲ東日本の山手線での実験についての報道に見られるように、近年国内でも大きな注
目を集めている。しかし、1981年に世界初の無人運転を実現した日本の実績は、海外専門家の間で十分認知されていない。海外では一
般的に自動運転導入が高頻度運行などの鉄道の機能向上に不可欠とされる一方、日本ではむしろその阻害要因と見られることさえあ
る。さらに、本年６月に発生した無人運転列車衝突事故を機に生じた自動運転の安全性への懸念を払拭することも必要だ。ＭａａＳ
（Mobility as a Service） のような言葉が注目され、交通分野における大変革が予期される現在、鉄道の自動運転の意義や課題を改
めて考え直したい。そこで本講座では、鉄道における自動運転について、その基礎的事項や国内外の情勢、その技術的要件、およびそ
れによる鉄道サービス向上の可能性や手法について、体系的に学び、討論を通じて理解を深める。

　11月30日開業予定の相鉄・ＪＲ直通線のような、複数鉄道事業者間での新たな相互直通サービス開始事例が、近年注目を集めてい
る。相互直通の拡大は、新ルート開拓による大きな乗客利便性向上効果がある反面、運行計画の複雑化や、運行乱れの影響範囲の拡大
とそれに伴う「運転整理」の困難さなどから、否定的な言説もマスコミ中心に広がりつつある。本講座では、相互直通の利点と欠点、
相互直通実現のための新線建設に関わる整備・運営制度、相互直通路線の運行計画・運転整理の困難さへの対処法、および相互直通プ
ロジェクトの当事者からみた狙いと展望について、体系的に学び、討論を通じて理解を深める。

　高い技術力を有する独立採算の民間企業を前提とした世界にほとんど例のない鉄道運営がなされる日本の鉄道産業界からの海外進出
には未だに多くの課題がある。国際規格関連交渉・技術輸出等の現場の経験者に学ぶ。

　自動運転を行うための基本的な技術と安全を確保する仕組みの解説および自動運転導入の内外の動向

　国土交通省検討会などの最新状況も含め自動運転の技術的要件

　ＭａａＳなど昨今の状況も踏まえつつ道路系を含めた自動運転が拓く鉄道の展望

　国際標準と国際的契約社会の実態、国際貢献の前提たる国内実績と国際標準に基づく認証との関係、認証機関としての交
通研の役割、必要な手続き、近年の国内外の特に注目すべき動き等

東京大学大学院 新領域創成科学研究科 特任教授

東京大学大学院 工学系研究科 教授

工学院大学 特任教授

　相互直通当事者である鉄道グループ企業の戦略と展望

　日本の鉄道産業界の規模と世界の鉄道市場の規模や日本の位置付け、日本の鉄道車両産業の構造、日本の鉄道事業で培わ
れた優秀な技術と海外の鉄道が求めるもの、欧州内の鉄道車両産業（ビッグ３）や中国鉄道関係の動向、鉄道の海外展開の
意義・目的等

　相互直通運転とは何か、その利点と欠点は何かなどの概要的知識

　都市鉄道等利便増進法に関する基本的な考え方と誤解、注意点、そして今後の可能性

　コンサルタントとしての立場と実際、日本に国際的に通用するコンサルタントが育っていない理由、インドでの経験から
のアドバイス、日印高速鉄道プロジェクトへの感想

　ヨーロッパにおける大学と鉄道事業者との関係、英国バーミンガム大学での５年間の大学連合での鉄道研究と英国での鉄
道産業、その後のＩＥＣでの活動も通じての日本のあり方

工学院大学 工学部 電気電子工学科 教授

富山大学 都市デザイン学部 都市・交通デザイン学科 教授

日本大学 生産工学部 鉄道工学リサーチセンター 副センター長

相鉄ホールディングス(株) 経営戦略室 課長


